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「ふれあい」、「思いやり」
安心・安全のまちづくり

かつてこれほど子どもたちの安心・安全について話題に
なったことがあったでしょうか？子どもを狙った凶悪な犯
罪が報道され、登下校中の不安が広がると同時に学校内の
安全まで脅かされています。また、健やかに育っていると
思っていた子どもが凶悪な犯罪をする事件も起き、「自分
の子どもは大丈夫だろうか？」と不安に思われる方もある
のではないでしょうか。
親や先生の目の届かないところで子どもをどうやって守
ったらいいのか、また親や先生以外の大人からしつけられ
る機会が減る中で、どうやって子どもを健全に育てるのか。
子どもたちを大人が見守り育てる顔の見えるつながりが

薄れつつある中で、地域が果たす役割は大きいと思われま
す。
また、最近は大地震や台風などの自然災害、高齢者が巻
き込まれる事故や犯罪の増加など、生活のあらゆる分野の
安心・安全が人々の話題に上っています。地域の中でも、
まちづくりの課題として「安心して暮らせるまち」を目指
す取組が始まっています。
今回の特集「安心・安全のまちづくり」は、昨年京都市
内の各地域で行われた「安心・安全」についての取組のう
ち、景観・まちづくりセンターが関わった事例を中心に紹
介いたします。

「ふれあい」、「思いやり」
安心・安全のまちづくり



吉祥院学区における安心安全のまちづくり

吉祥院学区安心安全ワークショップ
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住民主体の地域活動
吉祥院学区では、自治連
合会や学区の各種団体を中
心に、子どもの安全を守る
ための声かけ運動や、介護
施設等と連携したお年寄り
を支える取組など、地域の
安心・安全に関する活動が
積極的に展開されてきまし

た。また、平成8年2月に設立された「ふれあい吉祥院実
行委員会」を中心に、「吉祥院・ふれあいジャンボリー」
や「吉祥院・ふれあいひろば講演会」など「こころふれあ
うまちづくり」を目指す取組が行われ、最近では、児童館
や老人介護施設との連携、小・中学校及び大型商業施設な
どの協力による「わいわい人権フェスティバル」の開催な
ど、地域交流が着実に進められています。更に、同委員会
では、「安心・安全ネットワーク」、「教育ネットワーク」、
「高齢者ネットワーク」を中心とする「地域住民の暮らし
を支えるネットワーク」の構築を図るための具体的な取組
が計画されるなど、学区民を主体とする新たな地域づくり
も始まろうとしています。
こうした様々な活動を背景に、吉祥院学区は、京都市が
平成16年度から進める「地域の安心安全ネットワーク形成
事業」のモデル地区に選ばれました。このモデル地区では、
全市の先駆けとなる学区単位の「安心安全のまちづくり」
が検討されることになり、吉
祥院学区安心安全ワークショ
ップも、この取組の一環とし
て、「吉祥院自治連合会」と
「ふれあい吉祥院実行委員会」
を中心に、多くの学区民の参
加によって実施されました。

南区吉祥院学区のあたりは、都が奈良から長岡に移された時、重
臣だった菅原家が領地として賜った場所で、菅原道真公の生誕地と
いわれており、周辺には道真公ゆかりの井戸や森などの遺構が数多
く残されています。
昭和6年に吉祥院村が京都市に編入された後、土地区画整理事業
による開発が進み、特に昭和20年代以降、豊かな田園地帯は工業
地帯へと大きく変貌していきました。
平成16年現在の吉祥院学区の人口は約1万人で、やや増加傾向
にあります。これは、農地や工場跡地へマンションなどが建設され
たことが要因になっており、小学校児童数も近年の少子化の中にあ
っても横ばい傾向となっています。また、国道171号線の南側に隣
接することに加え、学区の南北方向に通る西大路通や、土地区画整
理事業による道路整備で学区内の通過交通が多くなり、子どもやお
年寄りの安全面に関する様々な課題を抱えています。
京都市景観・まちづくりセンターは、「吉祥院ふれあい実行委員
会」からの委託により、「吉祥院学区安心安全ワークショップ」の
企画運営を行い、地域の活動のお手伝いをさせていただきました。

吉祥院学区安心安全ワークショップ
「吉祥院学区安心安全ワークショップ」は、学区におけ
る地域の課題に対してより多くの学区民が主体的に取り組
むことを目指して、吉祥院学区内に居住・通勤されている
方々を対象に、平成16年の10～11月に全3回行われまし
た。各回の進行は立命館大学産業社会学部の乾亨教授に務
めていただき、一般参加者、オブザーバー、スタッフを合
わせ毎回100名近くの方々が参加されました。
第1回では「子ども」、第2回
では「お年寄り」の安心・安全
という視点から現状の学区の課
題と魅力の洗い出しを行いまし
た。施設整備等に関する部分
（ハード面）、地域住民が協力し
て取り組む部分（ソフト面）と
もに数多くの意見が出されまし
たが、ハード面の課題として「通過車両」、「路上駐車」と
いった交通の問題が多くの学区の方々の共通の課題となっ
ていることが浮き彫りになりました。
また、ソフト面としては、学区全体として「コミュニテ
ィが活発」、「住みやすい」という意見があった反面、不十
分な部分として、「世代間やマンション住民との交流が少
ない」という意見も多く挙げられました。一方で、学区の
資源として「公園」や「福祉施設」が多いことや、「声か
け運動」など既存の取組に対する評価が高いことも明らか
になりました。
第3回のワークショップでは、前回までに出された内容
を踏まえて、今後の吉祥院学区の安心・安全のまちづくり
に向けて検討を行いました。意見交換の中で、吉祥院学区
の安心・安全のまちづくりのためには行政と連携して取り
組むハード面の課題も重要だが、安心・安全のまちづくり
全般に通じる「人と人とのつながり」というソフト面が非
常に重要だということが参加者の間で確認されました。ま
た、今後の具体的な取組についても、「顔見知りを増やす」
ことや、「あいさつを心がける」など身近なものから、「各
世代が交流できる行事をつくる」といったものまで、多種
多様なアイデアが得られ、これらのアイデアにおいて、学
区内の資源として確認された「公園」や「福祉施設」を
「うまく使っていく」ということも今後の方向性として認
識されました。そして、これらについて、今回のワークシ
ョップに参加された方々が、積極的に「自分たちでやって
いく！」という意識を持ったことが、ワークショップ全体
を通じての大きな成果となりました。

地域の安心・安全は「ふれあい」と「交流」から
今回のワークショップを通じて「ふれあい」と「交流」
というキーワードを得ることができました。参加者からは、
「自分以外の学区民の意見を聞くことで学区に対する認識
が深まった」、「学区の安心・安全なまちづくりに向けて、
今回出てきたアイデアを実現させていきたい」といった感
想が挙げられ、ワークショップで出されたこれらの様々な
意見が、多くの参加者の方々の共通認識となったことも重

吉祥院・ふれあいジャンボリー

わいわい人権フェスティバル

安心安全ワークショップ



地域安心安全ネットワークでの取組を通して

修徳安心安全推進委員会
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要な成果でした。
また、マンションにお住まいの方で、これまであまり地
域活動に参加していなかった方々が参加されるなど、今回
のワークショップ自体が、幅広い世代や、古くからの住民
だけではなく新たに入って来られた方など、「学区民が知
り合う場」にもなりました。

今後の取組について
今後の吉祥院学区のまちづくりについて、吉祥院学区自
治連合会の野村良博会長から「今回のワークショップに参
加して、学区の方々が様々な意見を持っていることを認識
しました。皆さんの意見を参考にして、地域が一丸となっ
て安心して住めるまちを目指していきたいと思います」と
いうお話や、ふれあい吉祥院実行委員会の増山忠雄委員長
から「今後、具体的な行動を起こすに当たって、重要なこ
とはコミュニケーションであると思います。コミュニケー
ションの形成の場の一つとして、ワークショップで地域の
資源と確認された公園の活用について取り組んでいきたい
と思います」といったご意見をいただきました。
今後は、今回のワークショップの参加者が中心となり、

「参加者同士のネットワーク」、更には「学区全体のネット
ワーク」へ広がり、「ふれあい」と「交流」を基盤とした
まちづくりが進められることが期待されます。
また、今回のワークショップに参加した立命館大学乾ゼ
ミの学生たちが、今後も吉祥院学区と関わりを持つことに
もなりました。ワークショップ後には、学生たちによるま
ち歩きが行われ、学区に対する様々な意見が語られました。
学生による「外からの視点」や「発想」、「行動力」を生
かしていくことは、今後の吉祥院学区のまちづくりの大き
な力になると思われます。

修徳学区では、京都市の
「地域の安心安全ネットワ
ーク形成事業」のモデル地
区として「修徳安心安全推
進委員会」を平成16年8
月に立ち上げました。「修
徳学区安心安全アンケー
ト」をはじめとして、「声
かけ愛のたすきリレー」、
「修徳・キッズサポーターズ愛の家キャラバン隊」、「安心安全携帯
愛のメールフレンドチーム」、「愛の家庭・企業訪問」、「修徳仮想マ
ンション町内会」、「巡回箱の設置」、「愛の応急手当講習会」といっ
た、「愛＝他人に対する思いやり」がキーワードの取組を行ってき
ました。
京都市景観・まちづくりセンターは、修徳安心安全推進委員会の
関係機関委員として、活動に参加してきました。
「『安心・安全』とは良く言われることですが、それは何、と言わ
れればすぐには出て来ない。それを自分なりに考えてみたら、他人
への思いやり、隣の人との交流、付き合い、つまり『愛』なのでは
ないかと私は思いました。そこから、『愛』をキーワードに取組を

具体的な取組では
最初、修徳学区では安心・安全に関する防災マップを作
ろうという案が出ていました。しかし、それを作って後々
の活動につなげることができるのだろうか、ということに
疑問を覚えられたそうです。「地図は作ってもすぐ捨てら
れてしまう。作る過程は重
要だと思うが、完成品が
後々まで役に立つとは思え
ない。また、やるからには
できることをとことんやり
たい」ということで、まず、
安心・安全に関するアンケ
ートを実施することになり
ました。
返ってきたアンケートから、高齢者の世帯が多いことも
あるのか、日常的に不安を感じている方が学区民の中には
意外と多いことが分かりました。そこから、「顔見知りが
増えれば不安は解消されるのでは」と考え、「声かけ運動」
を思い付かれたそうです。
毎日通学中の子どもたちを主な対象に午前7時50分から
午前8時5分までの15分間、「声かけ」、「挨拶」が行われま
した。学区内21町内のすべてが、たすきをリレーしなが
ら当番制で活動されたそうです。
最初は、町内の参加人数が少ないのでは、また、10人に
も満たないのではと心配されていたようですが、ふたを開
けてみると常時10人程度、多いところでは18人の参加が
あったそうです。「この取組を馬鹿にしたり、挨拶をして
いる通りを避けて行く人もいました。しかし、子どもたち
はだんだん慣れてくれて、顔見知りになっていきました。
会長として毎日声かけ運動の中を自転車で回っていまし
たが、『会長さんも頑張っているのだから、自分も頑張ろ
う』と思ってくれるのも嬉しかったです」と平井委員長。
延べ約2,000人の参加と約14,000人の通勤・通学者を数え、
学区の取組としては大成功と言えるのではないでしょうか。
その他、様々な取組をしていた修徳学区ですが、新聞、
テレビなどのマスコミもこの取組を取り上げ、それがまた
修徳学区民にとっての刺激と励みにもなったようです。

取組を終えて
盛りだくさんの事業をこの半年間の中で行ってきた修徳
学区ですが、「これだけのことができたのは、ここ修徳の
土壌があってのこと
だと思います。予算
だけでなく、行動す
るだけのモチベーシ
ョンと普段からの積
み重ねがあってこ
そ、これらの取組が
終わった後も楽しか

声かけたすきリレー

進めていってはどうだろうと思い浮かんだのです」と、修徳学区の
自治連合会長でもある修徳安心安全推進委員会の平井委員長はおっ
しゃっています。



城巽学区（中京区）の取組

子どもの安全は、まず子どもを知ることから

京都市における「地域の安心安全ネットワーク形成事業」とは？　　　
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京都市の「地域の安心安全ネット
ワーク形成事業」は、平成16年6
月にスタートしました。この事業は、
住民（各種団体）と警察・消防、大
学などが連携し、これまで分野別に
縦割りで行われてきた防犯、防災、
子どもの安全、地域福祉などの活動
を総合的に結びつけ、地域の安心と
安全の確保に取り組む地域横断的な
ネットワークの構築を目指す新たな
取組です。
今年度は、モデル地区としては、
六原学区（東山区）、修徳学区（下
京区）、吉祥院学区（南区）、砂川学
区（伏見区）の4学区がモデル地区
に選ばれました。8月には学区ごと
に推進組織が設置され、12月まで

ったと皆さんが言ってくださるのだと思っています」と平
井委員長。
今後も修徳まちづくり委員会を中心にここまでの事業を
引き継ぎ、この取組をなんらかの形で継続していく予定です。
この取組のおかげで、自分たちの地域のポテンシャルの

高さを認識し、行政、学校、そして学区民間のネットワー
クを強化することができました。この経験を活かしいっそ
う地域のつながりを深めていく修徳学区。今後が楽しみで
す。

に具体的な取組が行われました。京
都市は平成17年度までに、全行政
区でモデル事業を実施する予定で
す。京都市地域づくり推進課では、
「防犯や防災だけでなく大学、企業
との連携、高齢者問題など、地域特
性に応じた様々な取組が展開される
ことを期待しています」。

砂川学区
砂川学区では、従前から活発な活
動を行っていた自治連合会をはじめ
とする各種団体に、大学生、大学職
員も加わって安心安全に関するワー
クショップを全5回開催しました。
消防署・警察署や土木事務所もデ
ィスカッションに参加。また、「安

心・安全まちづくりに関する大学生
の意識調査」、「砂川・まちキラッと
運動（門灯をつける運動）」、「防
犯・防災パトロールの実施」、「砂川
学区安全推進委員会にゅーすの発
行」などの取組を行いました。

六原学区
六原学区では、安心・安全に関す
る防犯マップが作成されました。ま
た、「子ども防災訓練（炊き出し体
験）」、「防犯教室の開催」、「門灯を
つける運動」などを行いました。
平成17年度以降は、安心・安全の
まちづくりのための勉強会や、「安・
安マップ」の点検及び更新、危険箇
所パトロール等を行う予定です。

従来の自治活動の母体である自治連合会は参加者が同じ
顔ぶれになりがちなので、自治連合会の下部組織ですが、
できるだけ多くの人が参加できるような運営が行われてき
ました。（ニュースレター18号（平成14年3月）で特集）

地域の子どもたちの顔を知る
子どもたちの安全・安心を考えるうえでは、保護者の意
見が欠かせません。小学校・中学校のPTA、自治連合会、
城巽五彩の会などのメンバーが集まり、日ごろの子育てを
している実感に基づき意見交換を行いました。その結果、
「あいさつが町内の付き合いの基本」、「子育てを通じて近
所づきあいやPTAのつきあいが始まる」、「子どもたちの
通学・遊び範囲が広がった」、「大人の目が行き届いている
か不安」、「近くに遊び場がない。公園も不安を感じる」な
どの意見が出ました。話題の中心は「遊び」と「遊び場」
で、まちなかに安全・安心な遊び場がなく、近所の子ども
の顔を知らないこともあ
り、地域で子どもを守る人
間関係が薄らいでいること
の問題点が浮かび上がって
きました。城巽学区では小
学校の統廃合の結果、通学
エリアが2つの小学校に分

背景
中京区では近年マンション建設が進み、90年代に落ち込
んだ人口が再び増加しています。城巽学区では、平成12
年の調査で69%の世帯が共同住宅に住んでいます。しかし
近年増えている共同住宅の人々が、従来の自治活動に参加
する機会は少なく、コミュニティの希薄化が課題になって
いました。
このような状況で4年前に地域のまちづくりを考える

「城巽五彩の会」が結成され、住みやすく、訪れて楽しい
まちにするために住民自身でできる活動が始まりました。

子どもたちの安全・安心を考える中で「子どもたちと地域」とい
うテーマに目を向けたのが、平成14年度のまちづくり活動助成の
実施以降、京都市景観・まちづくりセンターがまちづくりのお手伝
いを行っている中京区の城巽学区です。子どもが巻き込まれる様々
な事件が多数報道され、地域社会が子どもたちを見守り育てる力が
弱くなったのではないかという問いがきっかけでした。地域のコミ
ュニティを再生するのと、子どもたちの安全・安心を守る活動は密
接につながっているかもしれないと話し合われたのです。
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かれ、従来の自治活動の範囲と異なっています。そのため
PTAと自治連合会等が一緒に活動する機会が減り、近所
にどんな子がいるのか見えにくくなっているようです。
そこで「遊び」と「遊び場」をテーマに、楽しく遊びな
がら大人と子どもが相互に理解を深め、顔なじみがひとり
でも増えるようにと、「城巽・子どもたちと一緒に宝さが
し」が行われました。コマまわし、めんこ、紙鉄砲、樟脳
舟などの昔懐かしい遊びやフラフープなどの外遊び、マジ
ック教室やおもちゃライブラリーなど、小学生を中心に約
60名が参加しました。地域の大人が教えてくれる遊びは新
鮮だったようで、子どもたちは紙鉄砲やめんこで一心不乱
に遊んでいました。おもちゃライブラリーは会場が体育館
という広い場所だったせいか、存分に遊ぶことができたよ
うです。

また、大きな地図に普
段どこで遊んでいるか、
どんな危険や不安を感じ
たか、子どもたちには今
の様子を、大人たちには
昔を思い出して書いても
らいました。その結果、
昔の遊び場はほとんどが

路上であったが今では公園・学校が8割を占めることか
ら、交通量が増え路上が遊び場でなくなったことが分かり
ます。また昔は近隣がほとんどであった遊び場が、今では
城巽・本能・龍池・明倫の4学区の外が7割を占めること
からも、子どもの生活圏が広がったことが分かります。

路上遊びの実現
4月29日（木、祝）には、安全なまちのイメージを探る
ために、通りを通行止めにして昔ながらの路上での遊びを
実現する「子どもたちと一緒に昔あそび」を行いました。
これは、KBS京都（地元TV局）と「歩いて暮らせるま
ちづくり推進会議」（まちづくり団体）が企画する交通安
全キャンペーン「かたつむり大作戦」に合わせたものです。
学区にある高松神明神社の前の道を車両通行止めにし
て、路上で行う遊びと神社の境内で行う遊びで楽しみまし
た。子どもと大人で97名とスタッフ20名が参加し、前回
以上ににぎわいました。城巽学区に住む児童・幼児の2割
近くが参加したことになります。交通安全キャンペーンと
いうことで警察による紙芝居が上演されたり、消防分団が
交通整理に当たったりと、各種団体・組織の協力も得られ
ました。

城巽地蔵盆
8月、京都では子どもの健やかな成長を願って、各地で
地蔵盆が行われます。城巽学区内でも各町で行われますが、
近年建ったマンションなどは町内会に加入していない場合
があり、子どもたちの参加が困難です。そこで、マンショ
ンに居住し町内の地蔵盆に参加できない子どもたちに呼び
かけて、城巽自治連合会主催により学区全体の地蔵盆が行
われました。ここでも城巽五彩の会や城巽中学校の同窓会
である心町衆、小学校や中学校のPTAといった、これま

でのまちづくり活動や宝探し、昔あそびなどで培われたネ
ットワークが活かされ、参加者の募集やプログラムの工夫
が行われました。
参加者は子ども42名、
大人41名、スタッフ20
名と、マンションだけに
声をかけたにしては多く
の参加があり、伝統行事、
京都文化に対する関心の
高さが見られました。ま
たプログラムには通常の
地蔵盆行事に加え、これまでの取組で好評だった昔あそび
や楽器作りなど親子で楽しめる工夫がされており、また参
加したいとの声も多かったようです。
既存の町内にとって、顔の見えにくいマンション住民と
どうやって付き合って行くかということは長年の課題です
が、これをきっかけに交流が促進されることが期待されま
す。

コミュニティの再生と子どもたちの安全・安心
子どもの安全・安心を考える中で「子どもたちと地域」
に目を向ける。城巽学区の取組では、自治連合会、PTA
等の若い世代、まちづくり組織のメンバー、防犯防災に関
わる組織といった、様々な役割の組織や幅広い年代にまた
がる人々が集まり話し合うことによって、実施されてきま
した。また犯罪・交通事故のデータの提供やイベントの実
施に警察の協力を得たり、広報にマスコミの協力も得るな
ど、外部の協力も大きかったようです。地域に住む幅広い
人材を活用することが、コミュニティの再生にもつながり、
子どもたちの安全・安心に役立つ。そのような流れが見え
てきた、城巽学区の取組です。
※本稿執筆に当たっては、財団法人社会安全研究財団平成15年度研究助成〈A 一
般研究助成〉による研究成果の一部を援用しています。
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中京区、西ノ
京円町の近くの
閑静な町並みの
中に、今回取材
にご協力いただ
いたN邸はあり
ます。
耐震面に十分
配慮し、より暮
らしやすいすま

いを目指して改修工事が行われました。
今回改修された家屋は、もともと農家の家屋として建て
られたもので、建坪約40坪、中二階で虫

むし

籠
こ

窓
ま ど

を持つ、築
140年という歴史を有するどっしりとした母屋です。
このように長い歴史を有する建築物ですが、所有者の方
は以前から、耐震性に関する不安を持っておられ、京都市
が行っている木造建築物耐震診断士派遣事業による耐震診
断を受けられました。実際に、診断結果は思わしくなく、
このため知り合いの一級建築士（ニュープランの遠藤さん）
の方に相談に乗っていただいたことが、今回の改修工事に
踏み切られるきっかけとなりました。小規模な改修は、今
までも行われていましたが、今回の改修では、耐震面をし
っかりさせた上で、床暖房を設置したり、床の段差を解消
してバリアフリーにするなど、より暮らしやすいすまいに
するという方針で改修が進められることになりました。
当初は、費用も相当かかることから、改修ではなく建替
えも考えられたそうですが、今まで6世代が大切に住み継
いできた歴史や、町家は京都の大切な文化のひとつで大事
にしたいという想いから、保全・再生していこうと思われ
たそうです。
改修に際しては、当初、母屋の構造補強と床暖房、バリ
アフリー改修のみということで工事を始められましたが、
以前に工事した小規模な改修の結果、母屋の構造が伝統構
法
（注1）

と在来構法
（注2）

が混在したものになってしまっていたり、ま
た門や塀もかな
り傷んでいたこ
とから、最終的
には大規模な改
修を行うことに
なりました。施
工は、株式会社
カノ工務店の狩
野さんにお願い
されました。

改修は、まず伝統構法と在来構法が混在していた構造を
伝統構法のみの構造に統一し、限界耐力計算

（注3）

による耐震補
強が行われました。また床組みを中心に腐食箇所・虫喰い
箇所の部材を取り替えるなどしました。耐震性能を向上さ
せるためには、壁量を増やせば良いのですが、意匠や使い
勝手の面からも難しく、仕口ダンパー

（注4）

や荒壁パネル
（注5）

を使用
して耐震性を高められました。今回の改修では、費用や手
間の面からも、かなり力を入れた耐震補強がなされました。
「耐震に関しては完全ということはないが、できる範囲
でベストな方法が取れた」と遠藤さん、狩野さんはおっし
ゃっています。今回のケースのような耐震補強は、費用な
どの面から難しいかもしれないけれども、もっと普及して
いくことが望まれるとのことでした。
これらの構造面
での補強ととも
に、より暮らしや
すいすまいにする
ための改修も進め
られました。改修
前の間取りは、各
部屋への動線が入
り組んでいて、ど
の部屋に行くのにも一度土間を通らなければならない状態
でしたが、そうした点が解消されました。また、風呂やト
イレなどの水回りが屋外にあり、大変不便だったのですが、
今回建物の内部に納められました。そして洗面所からリビ
ング、キッチンまでをオールガスの床暖房にするとともに、
玄関からリビングまで段差を解消するバリアフリー工事が
行われました。ただ吹き抜けに関しては、元の家の持って
いた火袋の良さや面影を大切にするためそのまま残され、
採光・通風上のアクセントになっています。設計者の遠藤
さんは、「今回の改修に当たっては、町家の持つ本来の姿
を復元することと、現代の暮らしに合うすまいの形を両立
させることが難しかった」、また「耐震面でも非常に特徴
のある改修となりましたが、現代にも生き続ける町家の再
生のモデルのひとつとしてみていただければ」とおっしゃ
っていました。
改修を終えご主人は、「約8ヶ月間、離れに住みながら
の改修工事でしたが、建築士さん、工務店の職人さんのす
べてが町家のことについて大変詳しい方々でしたので、安
心して改修工事を見守ることができました。思い入れのあ
る家が残って本当に良かった。次は、母屋の西側にある蔵
の改修を検討しなければ」とおっしゃっていました。

京町家の保全・再生の事例

～安心して暮らし
やすいすまいに～

～安心して暮らし
やすいすまいに～

N邸（中京区）

（注1）伝統構法………金具等を使わずに柱や梁を組み合わせた京町家にみられる
木造建築構法

（注2）在来構法………筋交いや合板の壁などを持つ構造で、現在一般的に建築さ
れている木造建築構法　　

（注3）限界耐力計算…建物の特性に応じた性能を評価して構造を解析する新しい
計算方法。伝統構法の建築物に利用することができる。

（注4）仕口ダンパー…仕口とは、柱と梁の接合部のことで、この接合部を抜けに
くくし、また地震等のエネルギーを緩衝する粘弾性体を組
み合わせた金物

（注5）荒壁パネル……建物の耐震性を向上させるために用いられる自然素材によ
って作られた板状の壁の下地材

表の格子も新しくなりました

仕口ダンパーと荒壁パネル

お庭も新しくされました
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活動内容
関西木造住文化研究会（略称

KARTH（カース））は、「阪神・淡
路大震災以降、今後関西でも起こり
うる大地震発生までの間に私たちは
何をすべきか」の答えを見つけるた
めに、1998年に発足しました。「京
都固有の木造伝統住文化と暮らしが
調和した安心・安全のまちづくり」
をテーマに、京町家をモデルケース
として、防火･耐震性能の向上手法
の研究を、多くの学識経験者や、改
修の団体等と協力しながら、積み重
ねてこられました。その結果、まだ
研究途上ですが、これまでの研究成
果が、京町家の建築基準法適合ヘ向
けた活動の重要な手がかりとなり、
昨今の土塗壁に関する国土交通省告
示改正につながる技術開発の契機と
なりました。そして将来、これらの
研究成果が全国の伝統木造建築の防
火・耐震対策に活かされることを目
標にされています。

現在の取組
今年度は、「京都発2004シリーズ
公開研究会」と題し、今までカース
を含む各所で取り組まれてきた、伝

統木造住宅の防
火・耐震性能向
上手法の先端の
研究成果を、市
民や様々な分野
の方にも分かり
やすく報告し、
防火・耐震上の
課題の解決策を
示す公開講座を7回開催され、来年
度秋には総まとめのシンポジウムも
予定されています。また、一方で既
存京町家の防火改修手法の研究も進
められています。
その他、新潟県中越地震を契機に、
震災後の被災地への復興支援情報提
供を目的とする「KARTH地震ネッ
ト」を始められ、現在、22都府県
約160箇所の方々に最新の支援情報
を配信しています。また、カースの
拠点の乾隆学区の方々の協力を得
て、毎年秋の「西陣夢まつり」など

で地域の方々
との勉強会を
開催され、地
震・火災に関
する知識を広
げる取組も行
っています。

安心・安全を考える上で
大切なこと
代表幹事の田村さんは、「今まで
の震災事例を教訓に、非常時の被害
を最小限に押さえ、被災時でも自分
たちの生活や地域の歴史文化を大切
にした復興を迅速に進める方法を、
日頃から皆で考えて整備していくこ
とが重要です。住まいの耐震診断・
耐震改修の他、すぐにできることは
たくさんあります。日頃から住まい
やその周辺の点検・手入れを行い、
防火・耐震上の弱点をきちんと把握
し、高い安全性が必要な部屋や避難
経路などには、特に家具の転倒防止・
ガラスの破損防止対策などをしてお
く。また、子どもや高齢者の方も含
めて町内全員の方が、一人で家の中
にいる時でも、各自、ケガをしない
で安全に家の外に避難できる対策を
町内の定期的な勉強会などで検討し
ていくことなども大事です」とのこ
と。研究者の活
動と災害時に大
きな役割を担う
市民の方々の日
頃の心がけによ
り、京都のまち
の安心・安全の
まちづくりが進
められることが
望まれます。

～安心・安全の取組～

センターでは、地域と共生する土地利用の促進事業を大
きな柱として、京町家の保全・再生に向けて、市民、京町
家所有者・居住者、専門家、市民活動団体との連携のもと、
いろいろな取組を活性化していくネットワーク形成の充実
に取り組んでいます。平成16年3月の市民活動団体やボラ
ンティアの皆さんにご協力をいただいた「京町家まちづく
り調査」を受け、今後更に、調査結果を詳細に分析する中
で、新たな具体的なアクションを起こすため、平成17年1
月に「今後の京町家の保全・再生のあり方検討会」（以下
「検討会」）を発足しました。
平成12年に京都市が「京町家再生プラン」を策定した

皆様にご協力いただいた「京町家まちづくり
調査」(平成16年3月実施)を受け、「今後の
京町家の保全・再生のあり方検討会」が発足
しました！　　

時には、学識経験者と行政関係部局だけでしたが、今回の
検討会のメンバーは、個性豊かな活動を展開している市民
活動団体、またセンターの専門相談に協力いただいている
団体に参加していただき、広がりのあるネットワークの中
で、個々の得意分野を活かした実践につながる具体的な取
組を検討しています。1月の検討会では、市民や市民活動
団体等や行政の連携の仕方や役割分担、そして防災や福祉、
商業振興や景観等の観点から活発な意見が出され、現在こ
うした問題や課題をセンターでとりまとめています。
今後、まちなかの町家の滅失している状況を把握すると
ともに、市民の方々からのたくさんのご意見や、近年の京
都創生に向けての動きや景観法の施行などを踏まえなが
ら、京町家をめぐる関心の高まりを単なるブームで終わら
せないため、今後の方策につながる新たな提案や取組を積
極的に行っていきたいと考えています。

防火構造性能、防火改修手法の
開発のための研究実験

「2004京都・西陣夢まつり」での地
震体験と勉強会の様子

伝統町家の再生モデル住宅

関西木造住文化研究会（略称：KARTH（カース））



8 ニュースレター　京まち工房　第30号　2005年3月　編集・発行（財）京都市景観・まちづくりセンター

伏見桃山・中書島地域は、「市街地の整備改善」と「商
業等の活性化」を目的とした中心市街地活性化基本計画の
適用地域となり、TMO「Town Management Organization
（まちづくり会社）」を中心とした取組が行われています。
また、歴史的な酒蔵が残
る美しい町並みは重要界わ
い景観整備地域にも指定さ
れ、多くの観光客でにぎわ
う地域ともなっています。
セミナーでは、月桂冠大
倉記念館名誉館長の栗山一
秀さん、株式会社伏見夢工房（TMO）の永山惠一郎さん
を講師にお迎えし、地域の様々な資源を活かした取組につ
いてお話をいただきました。
はじめに、栗山さんから伏見の成り立ちや歴史、地域特
性から酒造りが産業として発展してきた経過についての講
義をしていただくとともに、明治・大正時代から残る酒蔵
を活用した取組など、地元企業としての地域のまちづくり
への貢献について説明していただきました。また、永山さ
んからは、濠川の清掃など、「まちの良さを地元の人に改
めて知ってもらう」身近な活動を続けながら、地元の人た
ちとともに実現した「十石舟の運航」などの取組について
お話をいただきました。
講義の終了後には、昔の酒蔵を活用して酒造りについて
紹介している博物館「月桂冠大倉記念館」を栗山さん、館
長の藤井元三さんに案内していただきながら見学しまし
た。

地域に新たに入って来られ
たマンション住民との交流
は、多くの地域でまちづくり
の課題となっています。
セミナーでは鯉山町の町席

（町会所）を会場に、祇園祭を通じてマンション住民との
関係づくりを行っている山鉾町の取組を紹介していただく
とともに、今後の方向性について意見交換を行いました。
はじめに、山鉾町が数多く存在する中京区明倫学区の自
治連合会会長である吉田孝次郎さんから、祇園祭と「町」
の関係ついてお話をいただきました。その中では、約500
年前には既に明文化されていたと言われる日常的な各町の
ルール（町式目）の中で町民の生活が営まれ山鉾が守られ
てきたこと、更に、それが現在まで少しずつ形を変えなが
らも脈々と受け継がれていることについて体験談も交えな
がら説明していただきました。また、休憩時間には普段は
見ることができない鯉山の収蔵庫を特別に見学させていた
だきました。

セミナーの後
半では、明倫ま
ちづくり委員会
の井上成哉さ
ん、河野泰さん
のコーディネー
トにより意見交
換会を行いまし
た。山鉾町の中
でもマンション

住民との交流を積極的に行っている鯉山町と烏帽子屋町
（黒主山）で活動されている6名（マンションにお住まい
の方を含む。）をお招きし、近年の両町の状況と、祭への
参加のきっかけや日頃の交流についてお話をいただきまし
た。また、一般参加者からも多くの質問があり、祭など
各々の地域の行事において現在抱えている問題、特に地域
に新たに入って来られる住民との関係づくりについて活発
な意見交換が行われました。

まちづくり情報発信セミナー（後期）を開催しました！　

景観・まちづくり大学

「まちづくり情報発信セミナー」では、現在京都の各地で取り組まれているまちづくりを紹介するとともに、現地
見学も交えながら、参加された皆さんが今後のまちづくりに活かせるような情報や研究成果を提供しています。

「地域資源を生かしたまちづくり」
～伏見桃山・中書島地域の取組～

日　時：平成16年11月27日（土）
10:00～12:00

会　場：月桂冠株式会社　本社会議室
参加者：30名

「伝統行事を通じた住民交流の取組」
～祇園祭山鉾町の事例を通じて～

日　時：平成16年12月11日（土）
13:00～15:00

会　場：鯉山町町席
参加者：25名
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京のまちづくり史
セミナー
大正時代以降のそれぞれ
の時代を背景に、京都の景
観を市民がどのように意識
してきたか、「京都の景観と
保存」をテーマに全3回の
プログラムで行いました。
最終回には住民の積極的な
取組による事例として祇園
町南側地区を見学しました。

景観・まちづくり大学（後期）を開催しました！

［個人］

青柳　敏雄

青山とうこ

芦田　英機

菖蒲　修治

石田　　治

石田　　達

石原　一彦

石村　陸貴

井手　正己

糸井　恒夫

稲石　勝之

稲波　良幸

犬伏　　真

今井　邦光

今井麻紀子

岩城千惠子

上野　明彦

上原　　任

上原　智子

宇 史昭

江草　哲史

江田　頼宣

大島　　仁

岡崎　篤行

岡野　哲也

岡本　　晋

岡本　秀巳

奥　　美里

奥山　脩二

小山　選一

海堀　安喜

笠岡　英次

勝矢　佳子

桂　　　豊

加藤　　昭

亀井　孝郎

川上　輝夫

川口　東嶺

上林　研二

岸田里佳子

北川　洋一

木村　忠紀

木村　賀正

桐澤　孝男

金辻　俊一

坂本　　登

佐竹　和男

島　　耕一

島田與三右衞門

白須　　正

新喜　富雄

寿崎かすみ

園　　孝裕

木　勝英

木　伸人

谷　基彦

武居　　桂

田中　照人

田中　治次

田辺　鈴賀

田辺　眞人

谷口　一朗

谷口　　進

谷脇　郁夫

勅使河原拓

寺田　恵子

寺田　敏紀

寺田　史子

寺本　健三

永井久美子

中井　秀和

中川　慶子

中島　吾郎

中島　康雄

中谷　　弘

成瀬　英夫

難波　 拡

西川　壽麿

西島　篤行

西嶋　直和

野原　　康

長谷川忠夫

畑中　政治

林　　建志

林　　幹夫

播摩　和美

人見　米一

平竹　耕三

平竹　洋子

吹上　裕久

福島　健一

福島　貞道

藤本　春治

平家　直美

星川　茂一

正木　敦士

松田　　彰

松村　光洋

馬屋原　宏

溝上　省二

南　　　寛

宮川　和久

武藤　弘一

毛利　信二

森澤　正一

森澤富久造

柳原　明子

山田　 次

山本　一宏

山本　一馬

山本　耕治

山本　七重

湯浅　博央

吉川　雅則

吉田　　香

吉田真由美

善積　秀次

淀野　　実

鷲頭　雅浩

渡邉　隆夫

他全122名の皆様

［団体］

アジア航測株式会社京都支店

大阪ガス株式会社近畿圏室

大阪ガス株式会社京滋リビング営業部コミュニティ室

オムロン株式会社

NPO法人京滋マンション管理対策協議会

京都駅ビル開発株式会社総務部

社団法人京都府建築士事務所協会

有限責任中間法人京都不動産投資顧問業協会

株式会社ジェイアール西日本伊勢丹

財団法人手織技術振興財団

西日本電信電話株式会社京都支店

花豊造園株式会社

NPO法人マンションセンター京都

NPO法人みどりのまちづくり研究所

ローム株式会社

平成16年度賛助会員　敬称略（五十音順） H17年2月末現在

京町家再生
セミナー
後期は「NPO法人京町

家再生研究会」の企画によ
り実施し、様々な視点によ
る京町家の再生・活用につ
いての情報提供を行いまし
た。また、各セミナー終了
後には相談会を実施しまし
た。

展示案内ボラン
ティアセミナー
京のまちづくり史を基本
に「京のまちかど」の展示
内容や案内の仕方について
学ぶだけでなく、まちづく
り現地見学会を春日学区に
おいて実施し、まちづくり
現場の見学と、まちづくり
を実践している方のお話を
聞きました。

専門家セミナー

登録制のセミナーとして
実施し、「マンションと地
域コミュニティ」をテーマ
とした研究会と、「情報技
術とまちづくり」をテーマ
とした意見交換会を行いま
した。

平成17年度も
景観・まちづく
り大学をよろし
くお願いいたし
ます！
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安全･安心の地域づくりシンポジウム
暮らしの安全･安心は、どの地域でも大きな課題です。
平成16年5月28日に、「春日住民福祉協議会」、「京都市
福祉ボランティアセンター」及び当センターの3者の共
同企画により、「安全・安心の地域づくりシンポジウム」
を開催し、約200名の市民の方々に参加していただきま
した。
基調講演は、地域コミュニティ再生研究の第一人者で
ある中田實氏（愛知江南短期大学学長、コミュニティ政
策学会会長）に安全・安心の地域づくりのために地縁コ
ミュニティの果たしうる可能性について講演を行ってい
ただきました。
パネルディスカッションでは、長谷川和子氏（KBS京
都プロデューサー）にコーディネーターを務めていただ
き、中田實氏、高瀬博章氏（春日住民福祉協議会会長）、
前田利正氏（京都市消防局市民安全課担当課長補佐）、
大谷善一氏（京都市福祉ボランティアセンター長）、お
よび当センターの奥事務局次長が、それぞれの立場から
の報告を行った後、会場の参加者の方々とともに地域で
の取組事例などを交え、地域の安全・安心のために地縁
コミュニティの担うべき役割や課題などについて話し合
いを行いました。

景観・まちづくり大学の共催事業
まちづくり関連の各種団
体との連携として、日本建
築家協会近畿支部京都会と
の「こどもまちづくりセミ
ナー」、京町家再生研究会
との「京町家再生セミナー」
を開催しました。こどもま
ちづくりセミナーは、日本

建築家協会近畿支部京都会の「建築とこどもたち」の第
3回として開催されました。子どもたちと一緒に三条通
を探検し、歴史的な建物やオブジェなどを見て歩きまし
た。また、子どもたちが三条通の「いいところ」を写真
に撮り、ガリバーマップを作りました。約30名近い子
どもたちが元気に参加してくれました。
「京町家再生セミナー」の後期実施分は企画段階から
京町家再研究会と議論を重ね、これまでと少し異なった
切り口を変えたセミナーに取り組むことができました。

京都市景観・まちづくりセンターでは、平成16年度からはじまる中期経営計画で、各種
まちづくり関連団体との連携の強化を図っています。共催した事業総数は、17事業にのぼ
ります。
ここでは、今年度に共催した事業のうちいくつかの事業をご紹介させていただきます。

現在の京町家所有者に加え、これから京町家に住んでみ
たい人も含めて受講対象にし、活用方法や改修事例を紹
介しました。
6回にわたるセミナーはいずれも約50人前後の受講が
あり、定員を超える盛況振りでした。

その他の共催事業
ここで紹介した事業以
外にも、14の共催事業が
あります。このうち、米
国カーネギーメロン大学
と共催した「日米学生共
同セミナー」や、京都市
と共催した「京都市コミ
ひろサミット」は当セン
ターのニュースレター第28号、第29号で紹介しています。

中期経営計画と今後の共催事業
平成16年度から始まる中期経営計画では、センター

施設が地域住民、市民活動団体、企業によって調査・研
究活動、情報交換･発信の気軽に利用できる場となるこ
とを目指しています。これを達成するために、大学等の
研究機関との連携や図書コーナーの蔵書の充実ととも
に、これまで以上に各活動主体の自主的取組との共催・
協賛などに取り組んでいきます。

■共催事業一覧 平成17年2月末現在

安全・安心の地域づくりシンポジウム

「住まいの学校」竹と和紙の照明創り教室
日米学生共同セミナー

京都の景観・街づくりにおける景観シミュレーターの
利用（御池通の将来CGプレゼンテーション発表会）

住まいのなんでも交流博

子どもまちづくりセミナー
「京のまち探検隊」～三条通のひみつ発見～

京都市コミひろサミット

三条あかり景色プロジェクト

連続講演会「終のすみかと暮らしを考える」
景観講座「美しい都市－京都・都心界隈からの発信」
京町家再生セミナー
公共建築の日「公共建築って何だろう」

京都「北山丸太」で建てるフォーリーデザンコ
ンペティション2004

京都学講座　日本の民家と京町家

歴史都市の景観と建築空間構成に見る関西圏の
文化特性

伝統的建築保存活用マネージャー養成講座

住まい・まちづくり活動の今後のあり方に関す
る研究委員会

事業名

春日住民福祉協議会
京都市福祉ボランティアセンター

NPO法人　古材バンクの会
カーネギーメロン大学

京都大学、京都商工会議所地域開発・都市整備
委員会

社団法人　京都府建築士事務所協会

社団法人　日本建築家協会近畿支部京都会

京都市

楽洛まちぶら会、どうする京都市民クラブ、京
都映画祭実行委員会

NPO法人　きょうとNPOセンター
NPO法人　都心界隈まちづくりネット
NPO法人　京町家再生研究会
近畿地方整備局京都営繕事務所

京都北山丸太連合会

Kissポート財団

「歴史都市の景観と建築空間構成に見る関西圏
の文化特性」研究委員会

NPO法人　古材バンクの会

住まい・まちづくり活動の今後のあり方に関す
る研究委員会

共催団体名

パートナーシップで進める

未来に向けたまちづくりを目指して
パートナーシップで進める

未来に向けたまちづくりを目指して

日米学生共同セミナー

こどもまちづくりセミナー
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私の住むまち春日学区（上京区）
は、西に京都御所、東に鴨川に挟ま
れた地域である。市の中心部の例に
漏れず少子高齢化が進んでいる。学
区の全世帯は1,100世帯、人口は
2,500人と京都市221学区でも小規模
学区に属している。
私は、こんな環境にある地域で

「安全で安心して暮らせるまち」を
目指し、ボランティア活動を続けて
きたし、これからも続けていこうと
思っている。私がこうした活動を始
めるきっかけとなったのは、昭和
47年、鴨川のほとりに11階建ての
高層ビル建設問題が起き、付近7ヶ
町の人々とともに住環境を守る取組

に汗を流したことである。また昭和
54年、学区内に住む障害のある高
齢者が、タバコの不始末から火事を
出し焼死される事件があり、学区役
員や行政各団体とともに「見守りが
できていれば、火事が防げたので
は？」との共通認識を持つに至った
ことも大きい。
これを契機に福祉と防災を一体で
進める春日学区のまちづくり活動を
本格的に始めることとなった。その
ような取組を続けてきたおかげで昭
和60年にひとり暮らしの高齢者を
狙った豊田商事事件が社会問題にな
った時にも、防犯委員と警察の連携
により未然に防ぐことができた。ま
た平成6年の児童虐待事件の時に
も、小学校を中心に児童相談所、警
察と地域住民がネットワークを組み
対処できた。これらはほんの一例に
過ぎない。ひとつひとつの問題にぶ
つかるごとに、組織を強化し会合を
重ねてきた。その結果、ハード面は
自治連合会、ソフト面は住民福祉協
議会、防災面は自主防災会と全学区
住民で役割分担を行いつつ相互の連
携を密にすることにより、春日学区
のまちづくりの体制が強固になって
いった。
地域活動を進める上で、情報の共
有は欠かせない。具体的な取組の一
例を紹介したい。
・広報紙「春日だより」
（昭和48年から毎月1回、全戸配布）

自治・福祉・防災に関する地域の
様々な活動や専門機関の催し、専門
情報などを知ることができる。住民
にとっての情報源であり、地域活動
の啓発にも大いに役立っている。住
民が家庭に居ながら活動に参加して
いることにつながる。

（昭和58年初版発行、全戸配布、以
降2年に1回改訂版作成）
学区地図に各世帯を記し、防火水
槽、消火栓、防災器材庫、広域避難
所等の位置や、福祉・防災等に関す
る行政・専門機関の連絡先等、住民
に役立つ情報を記載してある。また、
このマップで「要配慮者」の家庭の
把握を行いながら、見守り訪問等の
福祉活動に活かしている。

私と京都

春日住民福祉協議会会長

高瀬博章

安全で、安心して
暮らせるまち

・「春日学区福祉防災マップ」

春日学区では広報活動（春日だよ
り）と実態把握（福祉防災マップ）
をベースにしながら、活動を32年
間にわたり住民みんなで積み上げる
ことで、多岐にわたる広がりに発展
させることができたものである。地
域の福祉力・防災力を高めるために
は、そこに住む人々が自主的に活動
し、行政諸団体とのネットワークを
太くすることが不可欠だと思う。そ
のためには、「あぁ、春日学区に住
んで良かったなあ。これからも住み
続けたい」という課題を模索しなが
ら、春日から発信して、京都がます
ます住みよいまちになることを祈念
している。

平成16年12月17日に、都市、農山漁村等における良好
な景観の形成を図るための総合的な法律である「景観法」
が施行されました。
景観法は、美しく風格のある国土の形成、潤いのある豊
かな生活環境の創造及び個性的で活力ある地域社会の実現
を図ることを目的としており、「景観」を国民共通の財産
と位置づけています。
法の内容は、地域の自然、歴史、文化、人々の生活、経
済活動と多岐にわたり、景観形成についても、単に保全と
いうことだけではなく、新たに景観を創造することも視野
に入れたものとなっています。

具体的な内容としては、都道府県や市町村が、良好な景
観の保全や形成を図ることが必要な区域を景観計画区域と
し、良好な景観の形成に関する方針やそのための行為の制
限に関する事項等を景観計画として定めます。また、より
積極的に景観形成を図るべき区域については、景観地区と
して指定することもできます。更に、良好な景観形成に重
要な建築物等については、景観重要建造物として指定する
こともでき、これについては、数多くの優れた町家を有し
ている京都にとっては非常に注目すべき点です。
また、「地域の活性化に資する景観形成に向け、地方公

共団体、事業者及び住民の一体的な取組が必要である」と
法に明記されたことも注目すべき点として挙げられます。
今後、当センターも含め、住民、事業者、行政の連携と

協力による法の活用が期待されるところです。

《センター解説アワー》

「景観法」の制定について
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京都市景観・まちづくりセンター

センターからのお知らせ

センターの取組内容をはじめ、まちづくりに関する様々な情報を発信す
るホームページ。
皆さんの地域のイベント情報、まちづくり情報も掲載します。メールマ
ガジンの登録も受付中です。

ニュースレター 京まち工房 第30号　2005年3月　　編集・発行 （財）京都市景観・まちづくりセンター　　印刷　日本写真印刷株式会社

〒600-8127 京都市下京区西木屋町通上ノ口上る梅湊町83番地の1（河原町五条下る東側）
「ひと・まち交流館　京都」地下1階
TEL  075-354-8701
FAX 075-354-8704
e-mail : machi.info@hitomachi-kyoto.jp

●開館日（相談の受付等）
9:00～21:30（月曜日～土曜日）
9:00～17:00（日曜日・祝日）

●休館日
毎月第3火曜日（国民の祝日に当たると
きは翌日）
年末年始（12月29日～1月4日）

なお、センターへのお越しの際は
公共交通機関をご利用ください。

京都市景観・まちづくりセンターホームページ

http://machi.hitomachi-kyoto.jp

センター語録

平成17年度の賛助会員を募集しています。
京都のまちづくりに貢献したい！センタ
ーの活動を応援したい！そんなあなたの熱
意をお待ちしています。
［特典］
・ニュースレター（年4回・季刊）の送付
・冊子等センター発行物の割引
・ニュースレターでの活動紹介
・シンポジウム、セミナー等への優待
賛助会員の方は、景観・まちづくり大
学のすべてのセミナーを無料で受講で
きます。（賛助団体の方はひとつのセミ
ナーで3人まで受講可）

［年度会費］
個人1口：5千円　団体1口：5万円

地域のまちづくりに関する各種イベント
や啓発・学習活動にボランティア・スタッ
フとして参加していただける方を募集・登
録しています。

賛助会員の募集（平成17年度分）

まちづくりフレンズの募集

センター活動拠点のご案内

  京都市景観・ 
  まちづくりセンター 
「ひと・まち交流館　京都」 

地
下
鉄
烏
丸
線

地
下
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線 

地
下
鉄
烏
丸
線 

京
阪
本
線 

JR東海道本線 

阪急京都線 

昨年の4月に京都市景観・まちづく
りセンターへ来てから、1年が経とう
としています。主に京町家に関わる業
務を担当させていただいていますが、
最近、京都の伝統建造物としての町家、
住まいとしての町家、まちの資源とし
ての町家がどのようなものなのか少し
ずつ見え始めているように思います。
大学時代にもまちづくりに関心を持
ち、農村の持続可能なまちづくりにつ
いて研究をしていました。対象の地域
は、私の生まれ育った九州・大分県の、
人口約5,300人の山間部のまちです。
まちの魅力は、秀峰、渓流の豊かな自
然と地域の人々の温かさで、その風景
や人間関係は今もかわらず続いていま
す。日々の生活の中で当然のように慣
れ親しんできたまちに改めて関心を持
つ中で、そこに住む人々に会いまちへ
の想いを聴くことで、隠れた「人」とし
ての資源を見つけることができました。
京都のまちと九州の農村とでは、人

口、産業、自然環境、積み重ねた歴史
など多くの点で異なります。しかし、
そこに住む人がまちを担い、まちを創
造していくことに変わりはないと思い
ます。今、京都市景観・まちづくりセ
ンターの職員として、市民の方々と協
働のまちづくりを進めていく立場にな
り、改めて「聴くこと」の大切さを感
じています。
これからは、まちの出来事に日々関
心を持ちながら、聴くだけでなく、聴
いたことを吸収してセンターの事業に
活かしていけるよう、日々の業務に取
り組んでいきたいと思います。
京都に住み7年になりますが、憧れ
の目で見ていた京都も、今では一生活
者としての視点に変化してきました。
これからも、センター職員として日々
学びながら、皆さんとともに、まちの
居心地の良い空間づくりに取り組んで
いきたいと思っています。
（景観・まちづくりセンター事務局　Ｓ・M）


